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平成22年 

月号 No.621

主

な

内

容

　９月１４日（火）、バスの日（９月２０日）にちなん

で県バス協会が企画した「落書きバス」に上小阿仁

小学校３・４年生２５名が、日頃の通学で利用して

いるバスへ思いを込めて虹、気球などを色鮮やか

に描きました。

　また、車内には、バスを題材とした一人ひとりの

絵が飾られています。

納期限のお知らせ納期限のお知らせ 村 県 民 税  第３期・国民健康保険料　　　  第４期　
介護保険料  第４期・後期高齢者医療保険料  第４期 11月1日（月）

世界に１台だけの バス
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９
月
17
日（
金)

、
健
康
増
進
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
22
年
度
敬
老
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
は
75
歳
以
上
の
男
性

２
８
８
名
、
女
性
５
１
１
名
の
計
７
９
９

名
で
、
金
婚(

結
婚
50
周
年
）
を
迎
え
た

夫
婦
を
含
め
２
３
１
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
昼
食
懇
談
で
は
、
お
互
い
の

長
寿
を
祝
っ
て
乾
杯
し
、
保
育
園
児
の
お

遊
戯
や
、
村
芸
術
文
化
協
会
の
所
属
団
体

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
演
し
て
く
だ
さ
っ

た
舞
踊
や
歌
を
堪
能
し
な
が
ら
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
９
月
16
日（
木
）、
介
護
老
人
福
祉
施
設

杉
風
荘
で
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
杉
風
荘
で
は
契
約
・
短
期
入
所
者
92

名
の
う
ち
90
歳
以
上
が
27
名
、
そ
の
う
ち
、

100
歳
以
上
は
２
名
入
所
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ホ
ー
ル
に
入
所
者
が
集
合
し
、
式
典
を

行
っ
た
後
、
上
小
阿
仁
村
連
合
婦
人
会
に

よ
る
、
舞
踊
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
合
唱
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
日
は
入
所
者
最
高
齢
の

福
田
キ
チ
さ
ん（
沖
田
面
出
身
）が
103
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
二
重
の
お
祝
い
と

な
り
ま
し
た
。

　
最
後
は
か
み
こ
あ
に
音
頭
を
み
ん
な
で

踊
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
９
月
18（
土
）、
か
み
こ
あ
に
保
育
園
の

運
動
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
に
よ
る
鼓
隊
演
奏
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
華
々
し
く
開
会
し
、
か
け
っ
こ
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
が
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
が
登
場
す
る
た
び
に
大
き
な
声
援

が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
で
は
、
親
子

な
ら
で
は
の
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
に
盛

ん
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
と
仲

間
た
ち
が
登

場
し
、
園
児

た
ち
は
大
喜

び
し
て
い
ま

し
た
。

一
生
現
役
の
つ
も
り
で

　
敬  

老  

会

　
　
～ 
敬 

老 

会 

～

親
子
で
ハ
ッ
ス
ル

　

〜
か
み
こ
あ
に
保
育
園
運
動
会
〜

杉
風
荘

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
上
小
阿
仁

村
工
場
誘
致
条
例
（
昭
44
年
９
月
制
定
）

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
村
内
に
工
場
を
新
設
又
は
増

設
す
る
場
合
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
　
企
画
班

　
　
　
　
　
　
☎
（
77
）
２
２
２
１

工
場
誘
致
等
奨
励
金
を

拡
充
し
ま
し
た

【
対
象
要
件
】

　
新
設
・
増
設
時
、
投
下
固
定
資
産

総
額
８
０
０
万
円
以
上
、
又
は
常
時
使

用
工
員
数
３
人
以
上（
増
設
時
は
増
加
）

【
奨
励
金
内
容
】

・
工
場
誘
致
奨
励
金
と
し
て
、
固
定
資

産
税
相
当
分
を
賦
課
し
た
年
か
ら

10
年
間
継
続
し
て
交
付
し
ま
す
。

・
雇
用
促
進
奨
励
金
と
し
て
、
１
年
間

雇
用
し
た
従
業
員
１
名
に
つ
き
15
万

円
以
内
（
村
内
居
住
従
業
員
は

25
万
円
以
内
）を
３
年
間
交
付
す
る
。

(

限
度
額
１
、０
０
０
万
円) 

※
営
業
開
始
の
日
か
ら
３
年
の
間
に
新

規
に
従
業
員
を
雇
用
し
、
そ
の
者
を

継
続
し
て
１
年
以
上
雇
用
し
て
い
る

人
数
に
限
り
ま
す
。
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９
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で
、道
の
駅
「
か

み
こ
あ
に
」で
五
反
沢
山
野
草
愛
好
会（
代

表 

山
形
正
雄
）
が
主
催
す
る
「
早
秋
の

山
野
草
展
」
が
開
催
さ
れ
、
丹
精
込
め
て

育
て
ら
れ
た
山
野
草
約
２
０
０
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
、
春
の
展

示
会
と
は
違
っ
た
山
野
草
を
心
ゆ
く
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
19
日
に
は
山
野
草
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体

験
、
20
日
に
は
コ
ア
ニ
チ
ド
リ
の
育
て
方

の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
10
日
ま
で
募
集
し
た
、
山

野
草
展
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
は
、

道
の
駅「
か
み
こ
あ
に
」に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
上
小
阿
仁
村
商
工
会
で
は
、
１
１
、０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
１
０
、０
０
０
円
で
、
限

定
３
、０
０
０
セ
ッ
ト
販
売
い
た
し
ま
す
。

　
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
お
早
め
に
購

入
く
だ
さ
い
。

【
発
売
開
始
日
】　
10
月
20
日（
水
）

【
販
売
場
所
】

　
　
上
小
阿
仁
村
商
工
会（
小
沢
田
）

【
販
売
期
間
】

　
　
平
成
22
年
10
月
20
日（
水
）か
ら

　
　
平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）ま
で

　
※
土
日
・
祝
日
は
販
売
し
ま
せ
ん
。

【
販
売
時
間
】

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
購
入
限
度
額
】

　
　
お
一
人
様
　
10
セ
ッ
ト（
10
万
円
分
）

【
利
用
有
効
期
間
】

　
　
平
成
22
年
10
月
20
日（
水
）か
ら

　
　
平
成
23
年
１
月
31
日（
月
）ま
で

　
※
各
加
盟
店
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
上
小
阿
仁
村
商
工
会

　
　
　
　
　
　
☎
（
77
）
３
１
０
９

　
　
９
月
18
日（
土
）、
上
小
阿
仁
小
・
中

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
小
学
校
児
童
を
対

象
に
、
熱
気
球
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
市
の
熱
気
球
ク
ラ
ブ「
簾
架
緯
」

（
す
か
い
）
の
み
な
さ
ん
が
制
作
し
た

「
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
に
児
童
が
４
、５
人
ず

つ
乗
船
し
、
地
上
約
15
メ
ー
ト
ル
か
ら
見

る
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
同
ク
ラ
ブ
菊
地
さ
ん
か
ら
、

熱
気
球
を
制
作
し
た
時
の
苦
労
や
、
夢
が

か
な
っ
た
時
の
感
動
な
ど
の
講
演
を
聞
き

な
が
ら
、
児
童
た
ち
は
、
気
球
よ
り
も
大

き
な
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
３
日（
日
）、
第
46
回
五
城
目
上

小
阿
仁
間
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、

16
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
五
城
目
町
を
ス
タ
ー
ト
し
上
小

阿
仁
村
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　
上
小
阿
仁
村
体
育
協
会
チ
ー
ム
は
１

区
仙
北
谷
、
２
区
武
田
、
３
区
上
杉
、
４

区
佐
藤
、
５
区
田
中
、
６
区
山
田
の
６
選

手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
、
総
合
13
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し

た
。 初

秋
の

 

小
阿
仁
路
を
力
走

ふ
わ
ふ
わ

　

熱
気
球
体
験

見
つ
け
た

上
小
阿
仁
村

お
買
い
得
商
品
券

ち
い
さ
い

今
年
も
販
売
し
ま
す
！

秋

〜
秋
の
山
野
草
展
〜



野外生産試作センター
☎ 7 7 - 3 5 9 6

ゴールドトマト
（桃太郎ゴールド）

 を紹介します。

ゴールドトマト
（桃太郎ゴールド）

 を紹介します。

ゴールドトマト
（桃太郎ゴールド）

 を紹介します。

◇従来のピンク系トマトより体内に吸収さ
れやすいシス型リコピン※を多く含みま
す。

※リコピンは、活性酸素を消し去り、発ガン抑制や
心臓病などの予防効果を発揮するものです。

◇糖度はあまり高くはないが酸味とのバラ
ンスがよく独自の味が楽しめます。

◇サラダの色どりが良く、直売所でも人気が
あります。

担当　大沢直仁

野外センターだ
より

野外センターだ
より

4

　
な
お
、
報
酬
に
つ
い
て
は
、
有
澤
さ
ん

の
強
い
希
望
に
よ
り
こ
れ
ま
で
ど
お
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
村
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
報
酬
を
全
額
、
村
の
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
に
ご
寄
附
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
を
受
け
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
苦

情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ

ん
と
関
係
行
政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ
て
、

そ
の
解
決
を
図
る
、「
行
政
と
住
民
の
パ

イ
プ
役
」
で
す
。

　
有
澤
政
義
さ
ん(

66)

（
小
沢
田
）
は
、
農

業
経
済
学
博
士
で
あ
り
、
社
団
法
人
全
国

農
村
青
年
教
育
振
興
会
元
研
究
調
査
員

や
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー
講
師
を
務
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
同
氏
に
は
、
昨
年
か
ら
野
外
生
産
試

作
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の

研
究
栽
培
計
画
作
成
の
た
め
の
助
言
、
研

修
生
の
指
導
等
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
10
月
１
日
で
施
行
さ
れ
た
上

小
阿
仁
村
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
設
置
要

綱
に
よ
り
、
産
業
振
興
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
、
専
門
的
な
知
識
、
経
験
等
に
基
づ

き
、
助
言
・
提
言
、
支
援
を
得
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
野
外
生
産
試
作
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
特
産
物
開
発
の
た

め
の
試
作
、
研
究
業
務
、
研
修
生
、
農
家

の
経
営
指
導
業
務
等
を
担
当
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
10
月
４
日
開
催
さ
れ
た
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
副
村
長
の
人
事
案
件
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
昭
和
51
年
か
ら
鷹
巣
・
阿
仁
広
域
市

町
村
圏
組
合
へ
任
用
、
そ
の
後
旧
合
川
町

(

現
北
秋
田
市)

役
場
入
り
、
同
町
商
工
観

光
課
長
、
議
会
事
務
局
長
を
歴
任
し
、
合

併
後
の
北
秋
田
市
合
川
支
所
総
務
企
画

課
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
18
年
３
月
退
職

さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
平
成
18
年
１
月
か
ら
大
阿

瀬
部
落
会
長
、
大
野
台
工
業
団
地
協
議

会
幹
事
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
副
村
長
の
任
期
は
、
４
年
間
で
す
。

村
行
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
産
業
分
野
）に

　
有
澤
政
義
さ
ん
を
委
嘱

行
政
相
談
を
行
い
ま
す

　
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
臨
時
の
行
政
相
談
所
を
次
の
日
時

で
開
き
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】

　
10
月
26
日(

火)

【
時
間
・
場
所
】

　
午
前
10
時
　
開
発
セ
ン
タ
ー

　
午
後
１
時
　
若
者
セ
ン
タ
ー

　
上
小
阿
仁
村
を
担
当
す
る
行
政
相
談

委
員
は
次
の
方
で
す
。

◆
行
政
相
談
委
員

　
伊 

藤 

完 

市 

さ
ん
（
小
沢
田
）

　
　
☎
（
77
）
２
８
５
０

萩
は ぎ の

野 芳
よしあき

昭 氏
（大阿瀬）

副
村
長
に

　
萩
野
芳
昭
氏
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5

　
村
道
福
舘
五
反
沢
線
の
舗
装
損
傷

に
つ
き
ま
し
て
は
７
月
号
広
報
で
お
知

ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
に

つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
度
実
施
い
た
し
ま
し
た
国
道

２
８
５
号
福
舘
三
差
路
か
ら
中
山
橋
区

間
の
舗
装
工
事
に
つ
い
て
損
傷
が
発
生

い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
路
盤
を
支
持
す
る
土

の
部
分
の
支
持
力
の
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
良
好
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
の
結
果
に
よ
り
現
状
の
路
盤
の
厚
さ

や
通
常
の
大
型
車
通
行
量
等
か
ら
舗

装
の
規
定
に
は
合
致
し
て
お
り
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
下
五
反
沢
地

区
の
地
す
べ
り
工
事
中
に
大
型
車
通
行

量
が
少
な
く
見
積
も
っ
て
も
平
常
時
の

３
倍
以
上
に
達
し
た
と
推
測
さ
れ
、
こ

の
異
常
な
交
通
量
で
は
現
状
の
舗
装
・

路
盤
厚
で
は
対
応
で
き
な
か
っ
た
た

め
、
損
傷
が
発
生
し
た
と
い
う
結
論
に

な
り
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
に
お
い
て
、
議
会
に
前
述

の
と
お
り
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
が
、

施
工
中
に
業
者
か
ら
軟
弱
部
が
あ
っ
た

と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
対
応
し
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
視

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
７
月
の
広
報
で
も
掲
載
い
た
し
ま

し
た
が
、
現
況
交
通
量
と
路
盤
構
成
が

合
致
し
て
い
た
こ
と
や
、
多
額
の
工
事

費
増
と
な
る
こ
と
か
ら
当
初
の
予
定
通

り
施
工
す
る
よ
う
業
者
に
指
示
を
出
し

ま
し
た
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
村
当
局

内
部
の
慎
重
な
協
議
の
必
要
が
あ
っ
て

然
る
べ
き
で
あ
り
ま
し
た
。

　
本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
各
位

に
謝
罪
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

は
、
重
要
な
変
更
が
生
じ
る
等
の
場
合

は
議
会
と
も
相
談
し
な
が
ら
進
め
て
行

く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
村

当
局
は
今
後
事
業
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
内
部
協
議
し
て
状
況
を
共
有
し
、

事
業
の
遂
行
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
の
対
応
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

交
通
量
が
平
常
に
戻
っ
た
た
め
、
損
傷

が
進
行
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す
が
、
引
き
続
き
観
察
を
続
け
、

適
宜
、
補
修
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

村
道
福
舘
五
反
沢
線
の
舗
装
損
傷
に
つ
い
て

　村では、毎年村政に功労のあった方を功労者として表彰しています。

　表彰式及び表彰式終了後に行われる受賞祝賀会（特別職合同忘年会）に、多くの村民の

方に参加していただきたく、参加希望の方は、次により電話で申し込み願います。

平成２２年度
上小阿仁村功労者表彰式を挙行します功労者表彰式を挙行します

日　　時　12月21日（火） 午後５時
場　　所　生涯学習センター
会　　費　男 1,000円　　女 500円

申込期限  12月 13日（月）
申 込 先　総務課 総務班　
　　　　　　　　☎（77）2221

※送迎バスを運行いたします。

※終了後、逆コースで送ります。

1　号　車
福 祉 バ ス

２　号　車
教育委員会バス

３　号　車
診療所バス

４　号　車
ワ ゴ ン 車

16:20            　　　16:22　　 16:25　　　　　　　　16:30
南沢（公民館入口）･（鯉茶屋）→小田瀬（保健福祉館）→大林（入口三差路）

16:35           　　16:37           　　　 16:45
沖田面（旅館前）→沖田面（郵便局前）→学習センター

16:10                   　　　　16:15           　　16:20             　　　16:25
上仏社（担い手センター）→下仏社（鳥居前）→羽立（武石商店前）→長信田（交流センター）

16:30           　　16:35         　　16:40         　　16:42
大阿瀬（バス停）→堂川（バス停）→杉花（バス停）→学習センター

16:20             　　16:25          　　   16:30                 　　　16:35
上五反沢（公民館）→中五反沢（三差路）→下五反沢（児童館入口）→大海（バス停）

16:37　　　　　16:40              　　　　 16:45
水無（バス停）→沖田面（旧マルケー前）→学習センター

16:00　　　　　 16:30　　　　　16:50
八木沢（公民館）→中茂（公民館）→学習センター
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平
成
21
年
度
各
会
計
の
決
算
は
、
一
般

会
計
で
は
６
、１
５
１
万
７
千
円
（
繰
越

明
許
費
繰
越
財
源
１
、０
５
８
万
５
千
円

を
除
く
。）
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

  

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
全
９
会

計
い
ず
れ
も
黒
字
決
算
で
、
総
額
で

７
、４
８
５
万
４
千
円
の
繰
越
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
な
ど
総
額
１
億

３
、
７
３
４
万
２
千
円
の
追
加
補
正
で
、

補
正
後
の
総
額
は
23
億
６
９
４
０
万
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

　
歳
出
予
算
で
追
加
し
た
主
な
も
の
は

・
バ
ル
コ
ニ
ー
防
水
改
修
工
事
費

１
５
６
万
８
千
円

・
八
木
沢
公
民
館
改
修
工
事
費

　（
合
併
浄
化
槽
）　
　
　

３
０
０
万
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
　

１
億
２
、８
８
０
万
円

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

１
９
２
万
７
千
円

・
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
費

１
２
６
万
７
千
円

・
造
林
事
業
委
託
料
（
森
林
整
備
加
速

　
化
・
林
業
再
生
事
業
の
計
画
変
更
）

４
８
８
万
３
千
円

・
測
量
設
計
監
理
委
託
料
（
同
）

１
２
６
万
５
千
円

・
森
林
路
網
開
設
等
工
事
費
（
同
）

１
、１
１
９
万
円

・
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
支
援
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
伴
う
寄
附
金
は
、
本

年
度
７
月
末
日
現
在
12
名
の
方
か
ら
総

額
60
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
19
年
度
か
ら
の
総
額
で
は

２
４
１
万
７
千
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
方
々
に

対
し
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
こ
の
貴
重
な
支
援
を
大
切
に
活
用

し
ま
す
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
村
外
の
入
札
参

加
業
者
に
対
し
、
落
札
さ
れ
た
方
に
自
主

的
な
「
か
み
こ
あ
に
応
援
寄
附
金
」
を
お

願
い
し
て
お
り
ま
す
が
、
７
月
末
現
在
９

件
で
11
万
９
千
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
有
効
に
活
用

し
ま
す
。

  

八
郎
潟
駅
と
上
小
阿
仁
間
の
有
償
運
送

事
業
の
利
用
状
況
は
、
７
月
末
日
現
在
、

７
８
５
回
運
行
し
、
利
用
者
数
は
１
９
３

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

ま
た
、
大
館
能
代
空
港
、
秋
田
内
陸
線

へ
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用

状
況
は
、
７
月
末
日
現
在
、
大
館
能
代

空
港
は
26
回
運
行
し
、
利
用
者
数
は
29

名
、
秋
田
内
陸
線
は
16
回
運
行
し
21
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
ふ
じ
温
泉
の
温
泉
成
分
に
つ
い
て
は
、

川
岸
の
源
泉
を
清
掃
し
、
７
月
５
日
に
採

取
し
た
硫
黄
成
分
の
検
査
の
結
果
、
０
・
１

ミ
リ
グ
ラ
ム
で
、
基
準
値
の
１
・
０
ミ
リ

グ
ラ
ム
以
下
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
使
用

し
て
い
た
川
向
か
い
の
源
泉
を
探
し
出
し
、

８
月
４
日
に
採
取
し
た
源
泉
の
硫
黄
成
分

を
簡
易
検
査
し
た
と
こ
ろ
１
・
23
ミ
リ
グ

ラ
ム
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
正
式
な
検
査
を
依
頼
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
温
泉
成
分
が
基
準
値
以
上

に
な
っ
た
場
合
、
工
事
等
が
必
要
と
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
７
月
23
日
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設

組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
組
合
の
議
長
に

中
田
吉
穂
氏
、
副
議
長
に
北
秋
田
市
の
長

岐
勝
彦
氏
、
監
査
委
員
に
藤
里
町
の
小
森

久
博
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
21
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
搬
入
量
が

20
年
度
と
比
較
し
て
２
・
72
％
減
と
な
り
、

そ
の
結
果
焼
却
時
間
の
減
に
よ
り
燃
料
・

光
熱
水
費
の
減
、
薬
品
に
つ
い
て
も
使
用

量
の
減
、
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
各
槽
清

掃
頻
度
の
見
直
し
・
請
負
差
額
に
よ
る

減
に
よ
り
繰
越
金
が
２
、８
８
８
万
８
千

円
程
と
な
っ
て
お
り
、
22
年
度
に
お
い
て
、

繰
越
額
を
基
金
積
立
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
16
日
に
正
副
管
理
者
会
議
が
開
催

さ
れ
、
不
良
債
務
１
億
５
、２
４
８
万
４
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　
21
年
度
の
両
市
村
の
負
担
総
額
は
、

６
億
２
、４
５
１
万
５
、３
１
３
円
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
内
上
小
阿
仁
村
の
負
担
額

定 例 会定 例 会
行 政 報 告（要旨）

９月９月９月村議会村議会
●
平
成
21
年
度
決
算

●
平
成
22
年
度
補
正
予
算

●
公
立
米
内
沢
病
院

●
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

●
か
み
こ
あ
に
応
援
寄
附
金

●
市
町
村
有
償
運
送
等

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
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が
、
１
、３
２
６
万
９
、４
０
０
円
で
す
。

　
ま
た
、
６
月
13
日
２
名
、
31
日
１
名
の

方
が
退
職
し
て
お
り
、
退
職
し
た
方
の
中

に
介
護
支
援
専
門
員
が
い
た
た
め
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
休
止
し
て
い

ま
す
。

　
８
月
４
日
に
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生

活
環
境
施
設
組
合
議
会
が
開
催
さ
れ
、
監

査
委
員
に
上
小
阿
仁
村
の
伊
藤
忠
夫
氏

(

南
沢)

が
選
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
浸
出
水
処

理
委
託
料
及
び
キ
ャ
ッ
ピ
ン
グ
工
事
分
等

の
不
用
額
に
よ
り
６
、０
２
７
万
６
、９
５
１

円
の
繰
越
が
出
て
い
ま
す
。

　
22
年
度
に
お
い
て
、
処
分
施
設
か
ら
受

水
槽
ま
で
の
既
設
管
の
漏
水
調
査
、
下
水

道
接
続
の
実
施
計
画
予
算
１
、３
１
２
万
１

千
円
と
、
基
金
積
立
と
し
て
４
、７
１
５

万
４
千
円
を
補
正
し
て
い
ま
す
。

　
21
年
度
の
搬
入
実
績
は
１
５
７
ｔ
で
、

昨
年
と
比
較
し
て
56
ｔ
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

  

各
集
落
に
お
き
ま
し
て
、
心
の
健
康
づ

く
り
事
業
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
対
し
ま
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
田
大
学
と
上
小
阿
仁
村
が
共

同
で
心
の
健
康
・
地
域
づ
く
り
と
自
殺
予

防
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
秋
田
大

学
で
、
実
施
・
集
計
し
、
11
月
７
日
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
自
殺
予
防
に
関
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
結
果
を
報
告
し
て
、
村
の

こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
材
料

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
幸
い
に
し
て
今
年
は
自
殺
者
も
出
て
お

り
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
続
い
て
く
れ
れ
ば

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
田
県
農
林
水
産
部
で
は
、
７
月
22

日
に
稲
作
生
育
状
況
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

あ
き
た
こ
ま
ち
は
、
北
秋
田
地
区
（
９
調

査
地
）
に
お
い
て
、
草
丈
72
㎝
（
平
年
比

１
１
４
％
）、
茎
数
５
２
９
本
／
㎡
（
平

年
比
92
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
水
管
理
、
穂
い
も
ち
防
除
、
斑

点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
等
に
つ
い
て
も

指
導
し
て
お
り
、
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
で

は
、
稲
の
収
穫
２
週
間
前
ま
で
の
草
刈
り

を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
中
山
地
区
の
村
有
地
に
88
本
の

植
栽
を
し
て
い
ま
す
が
、
村
内
の
原
野
に

自
生
し
て
い
る
コ
ハ
ゼ
の
苗
木
を
村
で
購

入
し
、
当
該
土
地
に
植
栽
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
購
入
し
た
苗
木
に
つ
い
て
は
、

中
山
地
区
へ
の
植
栽
と
住
民
に
販
売
を
し

て
、
生
食
及
び
加
工
品
と
し
て
活
用
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
、
村
内
で
利

用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
す
る
人
も
商

品
券
を
取
り
扱
う
商
店
や
事
業
者
に
と
っ

て
も
経
済
効
果
が
一
番
あ
る
も
の
と
理
解

を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
商
工
会
長
よ
り
10
％
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
で
換
金
手
数
料
分
と
し

て
、
加
盟
店
が
１
・
５
％
負
担
を
す
る
こ

と
で
、
３
０
０
万
円
の
補
助
金
の
要
望
書

が
出
さ
れ
て
お
り
、
村
と
し
て
も
商
店
会
、

村
の
活
性
化
に
効
果
の
期
待
で
き
る
商
品

券
発
行
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
協
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
７
月
８
日
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま

だ
未
整
備
の
箇
所
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
双
方
向
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
図
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
後
継
者
難
で
長
年
途
絶
え
て
い
た
「
八

木
沢
番
楽
」
の
復
活
に
向
け
た
活
動
が
、

７
月
７
日
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
保
存

会
員
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
指
導
の

も
と
練
習
を
積
み
重
ね
、
秋
の
学
校
祭
で
、

基
本
の
舞
「
露
払
い
」
を
披
露
す
る
予
定

で
す
。

　
７
月
16
日
、
小
学
５
年
生
が
、
八
峰
町

の
ハ
タ
ハ
タ
館
で
、
学
校
農
園
で
栽
培
し

た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
や
ベ
イ
ナ
ス
、
食
用
ほ
お

ず
き
等
を
配
り
な
が
ら
、
村
の
特
産
品
や

名
所
の
宣
伝
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
末
の
診
療
状
況
は
、
医
科
は
１
日

平
均
64
人
で
前
年
比
７
人
の
増
と
な
り
、

歯
科
は
１
日
平
均
11
人
で
前
年
比
２
人
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
医
科
・
歯
科
合
わ
せ
た
患
者
数
は
75

人
で
９
人
（
13
％
）
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

  

今
後
と
も
、村
唯
一
の
医
療
機
関
と
し
て

運
営
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
９
日
現
在
の
入
所
状
況
は
、
定
員

の
86
名
で
、
本
村
出
身
者
は
43
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
75
歳
以
上
は
77
名
、
う
ち
90
歳
以
上

は
25
名
で
、
９
月
に
１
０
３
歳
、
10
月
に

１
０
２
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
が
そ
れ
ぞ
れ

1
名
お
ら
れ
ま
す
。

　
お
祝
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
健

や
か
な
長
寿
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

●
自
殺
予
防

●
稲
作
状
況

●
コ
ハ
ゼ
の
苗
木

●
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

●
教
育
活
動
関
係

●
国
保
診
療
所
関
係

●
杉
風
荘
関
係

●
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
生
活
環

　
境
施
設
組
合
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■議　会　費：議会の運営に使ったお金です。
■総　務　費：役場庁舎等の維持管理や交通安全、

防犯、戸籍、徴税、選挙など村の総
括的な事務に使ったお金です。

■民　生　費：社会福祉や医療助成など、安定した
社会生活を保障するために使った
お金です。

■衛　生　費：健康診断や各種健診、ごみ処理など、
健康で衛生的な生活環境を保つた
めに使ったお金です。

■労　働　費：失業対策事業の実施、公共事業の実
施に際して失業対策上必要な事務
を行うために使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に使った
お金です。

■商　工　費：商工業の振興や観光の振興に使った
お金です。

■土　木　費：道路、河川、村営住宅などの整備や
維持管理、除排雪などに使ったお金
です。

■消　防　費：消防や防災活動に使ったお金です。
■教　育　費：小中学校、社会教育や保健体育など、

教育全般に使ったお金です。
■災害復旧費：災害によって道路や農地、山林な

どに生じた被害を復旧するために
使ったお金です。

■公　債　費：村債（国などから借り入れたお金）の
返済などに使ったお金です。

■村民一人当たりの村税を納めた額
62,154円

■村民一人当たりに使われたお金　（一般会計）
955,268円

村　 民　 税
24,129 円

議　 会　 費
15,041 円

衛　 生　 費
65,695 円

商　 工　 費
13,233 円

教　 育　 費
58,867 円

総　 務　 費
166,060 円

労　 働　 費
5,879 円

土　 木　 費
76,093 円

災 害 復 旧 費
7,189 円

民　 生　 費
165,317 円

農林水産業費
137,060 円

消　 防　 費
45,475 円

公　 債　 費
199,359 円

軽 自 動 車 税
1,716 円

純固定資産税
31,830 円

村 た ば こ 税
4,479 円

※「村民一人当たりに使われたお金」「村民一人当たりの村税を納めた額」は、平成21年度末（平成22年3月31日）現在の人
口 2,895人で算出しました。

※比率が「－」のものは、赤字額・資金不足額がないことを表します。

　平成19年６月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、平成21年度決算による村の健全
化判断比率と資金不足比率を公表します。
　健全化判断比率のいずれかが「早期健全化基準」以上の場合は財政健全化計画を、「財政再生基準」以上の場合には財
政再生計画を定めなければなりません。
　また、公営企業会計（村の場合は、簡易水道、農業集落排水、下水道の各特別会計）の資金不足比率が「経営健全化基準」
以上となった場合は、経営健全化計画を定めなければなりませんが、村はいずれの比率も基準を下回っています。

○実質赤字比率：一般会計等の実質赤字額の標準財政規模（地
方公共団体において標準的に収入される一般財源の規模を
示すもので、概ね地方税、地方譲与税、普通交付税、臨時
財政対策債の合計額）に対する比率。

○連結実質赤字比率：村の全ての会計を合算した実質赤字額
の標準財政規模に対する比率。

○実質公債費比率：公債費（借入金の返済額）及びこれに準
じる額の標準財政規模に対する比率。

○将来負担比率：一般会計等の地方債（借入金）や将来支払っ
ていく負担などの残高から返済に充てることができる基金

（積立金）を除いた額の標準財政規模に対する比率。

○資金不足比率：公営企業会計の資金不足額（赤字額）の営
業収益等に対する比率

村の健全化判断比率と資金不足比率を公表します

健全化判断比率 村の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15.0％ 20.0％

連結実質赤字比率 － 20.0％ 40.0％

実質公債費比率 15.9％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 22.6％ 350.0％

資 金 不 足 比 率 村の比率 経営健全化基準

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0％

農業集落排水事業特別会計 － 20.0％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 － 20.0％

用語解説

一般会計歳出の内訳 （　）は構成比

27億6,550万円歳出
議会費4,354万円

（1.6％）

総務費
4億8,074万円（17.4％）

衛生費
1億9,019万円（6.9％）

労働費
1,702万円（0.6％）

農林水産業費
3億9,679万円（14.4％）

商工費
3,831万円（1.4％）

民生費
4億7,859万円

（17.3％）

土木費
2億2,029万円

（8.0％）

消防費
1億3,165万円

（4.8％）

教育費
1億7,042万円

（6.2％）

災害復旧費
2,081万円

（0.8％）

公債費
5億7,715万円

（20.9％）
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■特別会計の決算額

■村の借金 ■村の貯金

　平成２１年度の一般会計・特別会計の決算が９月定例
村議会で認定されました。
　一般会計では、歳入から歳出を差し引いた 7,210 万円
から、翌年度に繰り越した財源の 1,059 万円を除くと、
6,152 万円の黒字決算となりました。
　皆さんから納めていただいた村税や国からの交付税、
県からの補助金などが、どのくらい入り、どのように使
われたのか、その概要をお知らせいたします。

一般会計歳入の内訳

一般会計決算額

（　）は構成比

28億3,760万円

平成21年度

歳入

■村　　　税：村民税や固定資産税など、村民の
皆さんに納めていただいたお金で
す。

■地方交付税：村の財政状況に応じて国から交付
されたお金です。

■分担金及び負担金：村の事業で特定の利益を受
けた人に負担していただいたお金
です。

■使用料及び手数料：村の施設の使用や、住民票
の交付など、特定の行政サービス
を受けた人に負担していただいた
お金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から交
付された負担金、補助金などのお
金です。

■県 支 出 金：特定の事業を行うために県から交
付された負担金、補助金などのお
金です。

■財 産 収 入：村の土地などの財産の貸付、村有
林の木材売払収入などのお金で
す。

■繰　入　金：財政調整基金の取り崩しなどによ
り繰り入れたお金です。

■繰　越　金：前年度から持ち越された剰余金の
ことをいいます。事業を持ち越す
ことで必要になったお金も含みま
す。

■村　　　債：特定の事業を行うために国などか
ら借り入れたお金です。

会　計　区　分 歳　入 歳　出 差引額
国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 4億0,349万円 3億7,752万円 2,597万円
国民健康保険診療施設勘定 1億1,733万円 1億1,168万円 565万円
特 別 養 護 施 設 4億2,449万円 4億0,547万円 1,902万円
簡 易 水 道 事 業 7,476万円 7,305万円 171万円
老 人 保 健 569万円 562万円 7万円
農 業 集 落 排 水 事 業 1億0,363万円 1億0,345万円 18万円
下 水 道 事 業 5,570万円 5,535万円 35万円
介 護 保 険 事 業 勘 定 3億8,922万円 3億6,758万円 2,164万円
後 期 高 齢 者 医 療 3,744万円 3,717万円 27万円

総　　　　　計 16億1,175万円 15億3,689万円 7,486万円

一 般 会 計 29億7,483万円
簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 6億9,358万円

農業集落排水事業
特 別 会 計 5億1,012万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計 3億1,694万円

総　　　　　計 44億9,547万円

一 般 会 計
財 政 調 整 基 金 8億7,178万円

一 般 会 計
減 債 基 金 1億0,821万円

その 他目的基 金 7億5,767万円
計 17億3,766万円

村 民 税 3,460,227円
固 定 資 産 税 5,587,516円
軽 自 動 車 税 182,400円
国 民 健 康 保 険 税 18,998,947円
介 護 保 険 料 1,307,196円
後 期 高 齢 者 医 療
保 険 料 323,300円

下 水 道 使 用 料
（ 農 業 集 落 排 水 ） 1,080,000円

下 水 道 使 用 料
（ 公 共 下 水 道 ） 13,100円

保 育 料 307,439円
住 宅 使 用 料 3,715,700円
給 食 費 127,080円
高額療養費貸付金 328,200円
奨 学 金 返 還 金 424,500円

計 35,855,605円

（21年度末残高） （21年度末残高）

■村税等の滞納状況
（21年度末残高）

歳入････････････････････ 28億3,760万円
歳出････････････････････ 27億6,550万円
差引額････････････････････････ 7,210万円
翌年度へ繰り越すべき財源･･････ 1,059万円
実質収支額････････････････････ 6,152万円

村税
1億7,994万円（6.3％）

村債
1億8,552万円（6.5％）

地方交付税
16億0,706万円（56.6％）

分担金及び負担金・
使用料及び手数料
3,644万円（1.3％）

国庫支出金
3億8,477万円

（13.6％）

県支出金
1億7,771万円

（6.3％）

財産収入・繰入金・
繰越金・諸収入
2億0,582万円（7.2％）

寄附金
145万円（0.1％）

地方譲与税・地方消費税
交付金・利子割交付金・
配当割交付金・株式譲渡
所得割交付金・自動車取
得税交付金・地方特例交
付金
5,889万円（2.1％）


